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目的 厚さ 1.5ｍｍ以下のメラノーマ患者における臨床的・病理組織学的に

予後に影響を与える因子について調べる。 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング Division of Plastic and Reconstructive surgery 
対象者 1975 から 1993 年まで、厚さ 1.5ｍｍ以下の浸潤性黒色腫患者 287

人 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） 腫瘍の厚さ+リグレッションの厚さ（T＋R）、皮膚の厚さに対する腫

瘍細胞の浸潤の厚さ（T/S）、皮膚の厚さに対する腫瘍の厚さ+リグレ

ッションの厚さ（T+R/S）、年齢、性別、部位、組織型、クラークレ

ベル、tumor thickness、リグレッション､浸潤するリンパ球、tumor 
growth phase 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 死亡 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

一次研究の 8 項目 

主な結果 

287 人中 32 人で病気の進行が認められた。5 年生存率は 89.3％、10

年生存率は 84.6％であった。単変量解析では, 男性(P = 0.01), 

acral-lentiginous type (P = 0.02), tumor thickness (P = 0.005), 

T+R (P = 0.001), T/S ratio > or = 50% (P = 0.03), (T+R)/S ratio 

> or = 50% (P = 0.006), vertical growth phase (P = 0.04), 

inflammatory response の欠如(P < 0.0001)が有意な予後因子であ

った.  

多変量解析では, T+R (P = 0.009) と inflammatory response (P < 

0.0001) だけが有意な予後因子であった. 



結論 

厚さ 1.5ｍｍ以下のメラノーマ患者における進行に関する強い独立

予後因子は T+R と inflammatory response である。 
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